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　OP9，PA6 は in vitroで造血幹細胞を支持するストローマ細胞株の代表例であり，これまで多くの共培養
実験に使用されてきた。また PA6 は造血支持能力の著しく低下したサブクローンも樹立されている。しか
しこれらのサブクローンが in vitro共培養後に造血幹細胞の in vivoでの長期骨髄再構築能をどのくらい維持
できるのかについては不明であった。そこでまず in vitroおよび移植実験による in vivoで造血幹細胞の支持




た affymetrix社の GeneChipアレイは 34000 以上もの遺伝子の解析が可能であるが，PA6 と PA6 サブクロー
ンの遺伝子発現に違いはあまり見られず，PA6 と比較してサブクローンで 2倍以上発現の低下した遺伝子は
わずか 144 遺伝子であった。そのうち OP9 にも発現している遺伝子の中から候補遺伝子 11 個（既知遺伝子


















現変化が見られたのとは対照的に，今回の報告では PA6 S-2 で発現の低下が見られた遺伝子はわずか 100 余
りであり，造血幹細胞の多分化能維持に関与する可能性のある遺伝子を大幅に絞り込むことができたと言え
る。今回解析した候補遺伝子の一つである 1110007F12Rikは，PA6 S-2 の造血支持能力の回復に働くことが
示されたものの，PA6 サブクローンにおいて発現の低下する遺伝子の中に他にも造血幹細胞の支持に関わる
遺伝子が含まれている可能性がある。今後さらに PA6 の造血支持能力に関わる遺伝子の同定を進めて行く
ことによって，ストローマ細胞による造血幹細胞維持の機構が解明されるものと期待できることから，本学
位論文は学問的価値が高いと判断できる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
